

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とその類曲「鶏猫」は共に、罪を犯した親を子が自ら訴え出るこ で、親の罪を許してもらうという展開の曲であるが 奥野本「牛盗人」には、他の和泉流山脇派の諸本と異なる箇所 すなわち類曲「鶏猫」を摂取したと考えられる箇所が左記の通り三点、認められる。◦
1　
シテの名前が刑部三郎


















 此事外よりもれ聞へたらば、親しやものハ何と成ふと存して、此二三日ハ食事も へすいろ〳〵 思案をいたし、急度思ひ付た事か有
明
　










































































































































































































































































































































































一、翻刻にあたっては、 原則として現在通行の字体を用い、 適宜句読点を付した （当





























































































































































































































































































































































































































































































































































1． 〈中〉きよは…〈現〉今日2． 〈中〉遊ぼと…〈現〉遊ぼう3． 〈中〉よになぐさみ…〈現〉手なぐさみ4． 〈中〉をふけれ共…〈現〉多けれど5． 〈中〉はあ… 現 ナシ6． 〈中〉きうよう 今日用7． 〈中〉はあ… 現 はて8． 〈中〉それかし 某しが9． 〈中〉物…〈現〉物を
10． 〈中〉わらう…〈現〉ハハア……（笑う）11． 〈中〉みせた バ みせたれば12． 〈中〉さて〳〵にくいやつの。
　「はあこれはなんとする…〈現〉ナシ
13． 〈中〉ああたれも無か…〈現〉はあー誰もいないか14． 〈中〉をのし…〈現〉おぬし15． 〈中〉きいて御くりや…〈現〉き ておくりやれ16． 〈中〉がんの…〈現〉がんを17． 〈中〉そこを…〈現〉そこ18． 〈中〉しよふ有… 現 勝負致す19． 〈中〉いからハ… 現 いるからは20． 〈中〉はよふ…〈現〉おゝのふ21． 〈中〉がんの…〈現〉がんを22． 〈中〉こなた…〈現〉此の方23． 〈中〉きいてをくりや 聞いておくりやれ24． 〈中〉今…〈現〉ナシ25． 〈中〉そなたか… 現 そなたの26． 〈中〉身共ハ…〈現〉身共が27． 〈中〉あとか…〈現〉あとは28． 〈中〉其通ゆふ… 現 ナシ29． 〈中〉ものしやか…〈現〉ものじゃ30． 〈中〉ナシ（ 「みさせられ」を見せ消ち）…〈現〉見させ れ31． 〈中〉じいの…〈現〉ねらいの32． 〈中〉とかく…〈現〉とにかく33． 〈中〉をのし…〈現〉おぬし34． 〈中〉そこに…〈現〉其 事を35． 〈中〉しよう有… 現 勝負致す
─ 18 ─
36． 〈中〉から…〈現〉限り37． 〈中〉ひて…〈現〉して38． 〈中〉あの人に あの人のに39． 〈中〉きはめさしませ…〈現〉決めさしませ40． 〈中〉しま小う… 現 しまふう41． 〈中〉是では…〈現〉是で42． 〈中〉こなたに…こなた〈現〉43． 〈中〉あたつたらバ 現 たつたならば44． 〈中〉事ハ… 現 事が45． 〈中〉いさせらねハ… 現 いさせられねは46． 〈中〉身共か…〈現〉身共の47． 〈中〉をけとをしやれ…〈現〉置かしませ48． 〈中〉いやの、元所へをかしませ。
　「心得た…〈現〉ナシ
49． 〈中〉こしらいらひて…〈現〉こしらへて50． 〈中〉いてみ小う…〈現〉いてみよう51． 〈中〉をふ… 現 ナシ52． 〈中〉本所… 現 もつと前53． 〈中〉こち… 現 こちら54． 〈中〉いてみ小う…〈現〉いてみよう55． 〈中〉いてみしよ…〈現〉いてみよう56．
 〈中〉いてみ小う…〈現〉いてみよう
57． 〈中〉わらう…〈現〉ハハハ （と笑ふ）58． 〈中〉鳫か… 現 鳫の59． 〈中〉をしやる しゃる60． 〈中〉ナシ… 現 奴だ61． 〈中〉たつた…〈現〉ナシ
〈付記〉　
本稿を成すにあたり、貴重な資料の閲覧のご許可、並びにご高配を賜りまし
た馬瀬狂言保存会会長河原良治氏をはじめ、会員の方々に改めて深謝申し上げます。また資料調査にご高配を賜りました法政大学能楽研究所に深謝申し上げます。 
（やまもと
　
あきこ
　　
日本語日本文学科）
